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デー タベ ー スは、 わが国の情報化 の進 展 上、重要 な役割 を果 たす もの と期 待

され て い る。今 後、デ ー タベー スの普 及 に よ り、わが国にお いて健全 な高度 情

報 化社会 の形成 が期待 され る。 さらに海 外 に対 して提供 可能 なデー タベ ースの

整備 は、国 際的な情報 化へ の貢献 お よび 自由な情報 流通の確保 の観 点 か らも必

要で あ る。 現在 わ が国で流通 してい るデー タベー スの 中で わが 国独 自の ものは

約半数 で あるが、 わが国デー タベ ー スサー ビスひいて はバ ラ ンスあ る情報 産業

の健 全 な発展 を図 るた めには、今 後 もわ が国独 自のデー タベ ー スの構 築 お よび

デー タベ ー ス関連技 術の研究 開発 を強力 に促進 し、デー タベ ー スの拡 充を図 る

必要が あ る。

この よ うな要請 に応 え るため、(財)デ ー タベー ス振興セ ンター では 日本 自転

車振興会 か ら機 械 工業振興 資金 の交付 を受 けて、デー タベ ー スの構 築 お よび技

術 開発 について民 間企業 、団体等 に対 して委託事業 を実施 してい る。委 託事業

の内容 は 、社会的 、経済 的、国際的 に重要で 、また地域 お よび 産業 の発 展 の促

進 に寄与す る と考 え られ てい るデー タベ ー スの構築 とデー タベ ー ス作成 の効 率

化 、流通 の促 進 、利 用 の円滑化 ・容易化 な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハ

ー ドウェア技術 であ る。

本事業 の推進 に当 って、 当財 団に学識 経験者 の方 々で構成 され るデー タベ ー

ス構 築 ・技術 開発促 進委 員会(委 員長 東海大学教授 上條 史彦氏)を 設置 し

てい る。

この 「学 び に活 用す る簡 易PCサ ーバ ・システ ム、マルチ メデ ィア ・デ ー タ

ベ ー ス」 は、平成12年 度 のデー タベー スの構築促進 お よび 技術 開発 促進 事業

と して実施 した課題 の一つで 、当財 団が(株)ト ライアー ド・プロジェク トに対 し

て委 託実 施 した ものであ る。 この成果 が 、デ ー タベー スに興 味 をお持 ちの方 々

や諸 分野 の皆様 方のお役 に立てば幸 いであ る。

なお 、平成12年 度 デー タベー スの構築促進 お よび技 術 開発 促進 事業 で実施

した課題 は次表 の とお りであ る。

平成13年3月

財 団法人 データベース振興セ ンター
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は じめ に

本事 業受託 企業 は、音楽学校 を経営す る関係 で新 しい メデ ィアに関心 を寄せ、

指導 におけ る映像 メデ ィアの活用 に注 目した。 生徒 に対 して質 の高 い指 導 と 自

主性 に よるス ピー デ ィー なテ クニ ック習得 をITの 技術 革新 に求 めた訳 であ る。

今後 のマルチ メデ ィアの進歩は、人間 自身 が 自らを切磋琢磨 す る手段 として利

用す る方 向に進 んで も らいたい と願 い、本 システ ムでは 、一般 に普及 してい る

Webブ ラ ウザのイ ンター フェイ スのみ を用いて、生徒 がカ リキ ュラム に基づ く授

業 単元 を 自律学習 で きる環境 を構築 した。 これ に よ り優 秀 な教 師 に、 よ りハイ

レベル なカ リキ ュラム を分担 させ ることが可能 にな り、初級教 室 のフ ランチ ャ

イズ化 も可能にな る。

本 システ ムは音楽 教育 に限 らず、様 々な分野 でマル チメデ ィアの本格的な活用

を期待 し、未来 の豊 かな人間形成 に貢献できる一助 にな るよ う願 うもので ある。

1.マ ルチ メデ ィア をデー タベースで扱 うことの本質 とは

1-1コ ン ピュー タが人間社会に役立つため の根源 的な意味 とは

(1)人 とパー ソナル ・コン ピュー タ(以 降PC)の 理想 的な関係 を模 索す る時代が

ま さに到来 してお り、本来は人間が よ り人 間 らしく生 き るためにPCを どの よ う

に活 用すれ ば よい のかが大事 に され るべ きで ある。 とか く、情報通信や エ ンタ

ーテイ ンメ ン トとい った時代 の先端 にあるモ ノに 目が向か いがちであ るが、 こ

れか らはもっ と人 間 自身が ど うあるべ きかに視点 があて られ るべ きである。

人 間 ら しくとい うこ とは、 自分 自身 に備 わる、 よ り豊 かな才能 を磨いて ゆ く

こ とに他 な らない訳 で、そ の人 間形成 こそが純粋 に学 ぶ とい う行 為で成 り立つ

筈 で ある。 これ まで に教育分野へPCが 活用 されて いるが、それ はPCを 体験 さ

せ、ネ ッ ト上 か ら情 報 を検索す るといった閲覧 に主眼が置 かれ てい るのが現状

で ある。PCが 持 ってい る最大の特徴、みんなが情報 を共有 して 自己研鐙のた め

に役立 て るメカニ ズムが必ず しも充分 に発揮 され てい る とはいえないので ある。

なぜ な ら、教育 にPCを 活用す る以前 に、PCの 煩雑 な操作 を習得す る必要が あ

り、そ の段 階で もかな り時 間を とられ 、またある時期 にや っ と教育アプ リケー

シ ョン ソフ トを習得 して も、現状 のOSに 依存 したア プ リケーシ ョンで は、OS

が進化 しアプ リケ ー シ ョンがバ ージ ョンア ップす る と、再 び環境 設定が必要 に

な り最悪 の場 合環境 が まった く変 わって しま うことさえある。 そ して、更 に ソ

フ トメーカーか ら供 給 され る教 育 ソフ トを修得 して も、利用者 自体が的確 にハ

ー ドとソフ トの メ ンテナ ンスを しない限 り、常 に教 育 の素材 が最新 な もの に更

新 され る保証 は ないので ある。広範 囲な教育 メニ ュー の選択 の幅や双方 向性 の

確立 は、 まだまだ これ か らとい う段階であ る。

(2)時 代 は絶 えず革 新 を求 めてお り、現在 のテク ノロジー に求 め られ るのは、見

せか けの効果(結 果)で はな く、 よ り効率的 な運用(プ ロセ ス)が 重要で はな
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い だろ うか。 その実際の運用 には、学 ぶ側 に こそイ ニ シアテ ィブがあ るべ きで

ある。現代社会 は、す べ てにおいて時 間 を効率 良 く運 営 しよ うとす るが、 とか

く利 用者 が主体 であ るこ とを忘れが ちであ る。 自分 自身 が学習プ ロセス をあ る

程 度把握 して理解 しなが ら、常 に高い 目標 に向か って 、 自 らの学習プ ログラム

を組 んで行 ける よ うになっ て、初 めて効 率的 な運 営が実現す る筈 である。 これ

か らの時代 、教 育分野 にお けるPC活 用 において もこの メカニズム を抜 きには何

も始 ま らない と考 える。

これ か ら提案す る簡易PCサ ーバ ・システム は、新 しいPC環 境の 中で このメ

カニズム を再認 識 させ よ うとす る もので ある。情報 の共有化 は、膨大 なこれ ま

での有益 なデー タの蓄積 を整 理す る こ とで成 り立つ もので ある。 しか し、それ

らのデー タの活 用は個人 の 目的 よって各 々異な るので、た くさんの情報 の中か

ら自分 に合 わせ てそれ らを選 択す る ことで、 自らの要 求に応 える精度の高い学

習が可能 になる筈 であ る。この点 に注 目したのが今回 の 「学 びに活用す るマル チ

メデ ィアデー タベース」で ある。

(3)特 に本委託事業 では、 トライアー ド音楽院の楽器 を使 う学習 の成果 を存分 に

発 揮 できる よ うな、学 びに活用 す る有効 なデー タベー ス活用 と構築 に挑戦 した

訳であ る。また、現場 で通常 のPCの 知識 で充分 な管理運用がで きるよ うに、平

易な システ ム構築 も挑戦 の大 きなテーマ である。 この新 しいメデ ィアを活用 す

る創意 工夫 が今後 のあ らゆ る学び に応用す る1つ の方 向性 と可能性 を提供 で き

れ ば幸 い と考 えてお り、皆 さまの評価 に期待す る ものであ る。

1-2教 育 に活用 されて こそ 、その真価 が発揮 され る とい う発想

(1)学 ぶ ことを 目標 に、その学習す る上での一連の プ ロセ スを実現す るのが本 シ

ステ ムの 目的であ るが、PCを 使 うシステムでで きる部分 はある程度 限界が ある

か と考 える。本 システ ムの得意 とす るの は、全体 を把握す るために初期 の段 階

での概論 を理解す るガイ ダ ンスや 、必 要 な技術 を習得 す るために繰 り返 し習得

す る内容や方法 に、 このマル チメデ ィア を生かす とい った、 どち らか と言 えば

基礎 編の充実 にある。具体 的 な応用編 は、や は り従 来の人 間関係 を重視す るマ

ンツーマ ン方式 に委ね られ るべ きであ る。 このそれ ぞれの役割 を認 識 して、 シ

ステムの運用 をきっち りこなせればPCと 人 間 との理想 的な信頼 関係 が生 まれ る。

(2)こ の システムのベ ースは、基礎 的 な段階で く り返 し記憶す る必要 があ る情報

や 、反復 に よって習得 しなけれ ばな らない学習 内容 な どをマルチ メデ ィアにお

さめてデ ータベ ース化 す る こ とを基本 に してお り、 それ らの情報 を利 用者各 自

が効果 的に活用す るもので あ る。 実際 のマ ンツーマ ンに よる集 団指導 をス ムー

ズにす るための補助 的な役割 も担 ってお り、 この システ ムではそれ ぞれ 異 なる
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習得 レベル を、個 人 の段 階 で前 もってある程度標 準化 す るこ とを実現 させ る も

のであ る。

デー タベー スを構 成 す るデ ジ タル コンテ ンツは、マル チ メデ ィア情報 として

自 らが体感で き るすべ て を使 って学ぶ材料 となる ものであ る。 これ らの システ

ムで培 われた基礎 学力(理 解力)で 次 のステ ップ であ る応 用課程や集 団指導 に

スムーズに移行 で きる よ うに しよ うとす る ものである。

資料 の図1-1に 学 習 システムの概要 がま とめてあ り、学習 に必要 な情報

はすべ てデー タベ ー スか ら取 り込むのである。

まず、何 をマ ス ターす るのか 目標 を決 め、次 にそのために必要なカ リキュラ

ムを選 択 し、何 を使 って、 どの ように練習 も しくは学習 を組 み立て るか を個 々

が決 め る訳で ある。 それ らのマルチ メデ ィア情報 を、再生す ることで実 際の学

習 がスター トす るの であ る。

データベースを用いた学習行動パターン

全体像から

学習の構成

を考える

・治 検索す
る

必要情報を プロセスを
・レ

つ くる
・レ 学 習

学習過程 学習活動 指導上の留意点

1.学 習 内 容 DBの 中身 を閲覧 し、材料を確 ・全体像を早く理解 させ る。

の確認 認 し、全体 の構成 をっかむ。 ・基礎 学習(お もしろくない)の 必要性 を納

得 させ る。

学習内容 を決めて、情報を揃 ・応用 学習のために個人学習のあり方を理

2個 人学習
え、習得プ ロセスを組 立ててか 解し、習得 目標 を個 々に決 めさせる。

(達成 目標 を

決 める)
らそれぞれ学習を開始する。 ・学習のレベルと進度を合わせ る。

3.応 用 学 習 基礎 学習 が完成すると、パソコ ・基礎 に基づいた総合学習を完成 させる。

(みんなで ン環 境 を離 れ て、み んなと一 みんなで完成する達成感を存分に共有で

楽 しむ) 緒 に応 用 学習を行う。 きる環境を提供 する。

図1-1デ ー タベー ス を用 いた学 習 システ ム概 要図
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1-3映 像 メデ ィアの有効 な活用が コ ンテ ンツの21世 紀 を占 う羅針盤

(1)日 常生活や、学習 の中で 目と耳 で確認 で きるマル チメデ ィア情 報は 、様 々な

面 で有効 な効果 をもた らす と考 え られ る。通常の地上波放送メデ ィア の よ うに、

時間に制約 を受 けてい る もの は、個 人が各 自のペース に合 わせ て使 うこ とはで

きないが、今 回提案す る新 しいメデ ィア環境 は、それ らの制約 を解放 し、まっ

た く新 しい時空間 を我 々に提 供す るこ とで革新 をもた らす こ とにな る と確信す

る。

そ の最大の特徴が 自分 の生活 環境(時 間)に 合 わせ る ことがで きるこ とで あ

る。例 えば学習 のための時間 もPCさ えあれば 自分で 自由に決 めるこ とが で きる、

これ はPCが もた らす サー ビス と しての革新で ある。

但 し、この環境 はあ る一面 危険性 をは らむ こ とになる。 それは、主体 を個 人

に委 ね る点で ある。 なに よ り自分 自身 が しっか りと目標 な り目的を持 っていな

けれ ば使 い道 を誤 って しまい 、逆効果 にな って しま うのであ る。活 用す る側 は

この諸刃の関係 を充分 に認識 してお く必要が ある と考 える。

我々が想 定 してい る環境 は、教 室な どで指導者やイ ンス トラクター がサポー

トで きる状況 を第1段 階 と して考 えてお り、第1段 階 をク リアー して、 さらに

進化 した システム を 目指 そ うと考 えてい る訳 である。

(2)さ て、このテ クノロジ・一・一一は未 だ に発 展途上 にある訳で 、特 にデー タの トラフ

ィ ックの部分 は必ず しも快適 な環境 にな ってい る とは言 えない。また 、マル チ

メデ ィア制作 には コス トと時 間が かか り、 この点 を うま く解決 しない と本 当の

意味 でのマルチ メデ ィアデー タベ ー スは成 り立たないの も事実 であ る。

その解決 の糸 口は、デ ジ タルデ ー タ転送 の高速化 とその コンテ ンツの編集作

業 の効率化、ス ピー ドア ップに ある と考 え る。PCの 進歩 は着 実にデ ジ タル ビデ

オ(DV)環 境 を進化 させ てお り、一般 的 な使用 の範 囲での コンテ ンツづ く りに

つ いては、す でに充分 な作業 環境 が提供 され よ うと してい る。 これ らの環境 で

的確 な技術 を積 み上 げ、デー タベ ース化 できる体 制づ く りを進 めれ ば も う不 可

能 な時代ではない と考 える。 今 まで は、 コス トが高 くて時 間がかかるな どの理

由か ら作業は専 門化 され て、一般 的 にはそれ ほ ど普及がで きなかった よ うであ

るが、今後 は少 しずつ このデ メ リッ トが取 り除かれて、最適 な情報伝 達 の手段

にな るよ うな予感 がある。 ま たその よ うにす るこ とが 、今世紀 の我 々に求 め ら

れ てい ると認識 してい る訳 で ある。

我 々の基本的 な考 えは利 益 を上 げるために コス トを下 げ るのではな く、 よ り

広範 囲なデー タベー スを構 築 してい くための コス トパ フォー マ ンス を活用 しよ

うとい う考 えで望 みたい と考 えてい るのであ る。デー タベ ースは よ り多 くの人

に安心 して、かつ安全 に使 われ て本来 の真価 を発揮す るもので ある。 我 々が こ

の システ ムをPCUNIX(Linux)上 でLANを 使 って配信 しよ うとす る根拠 になっ

てい るのである。
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2LANを 用 い た デー タ ベー ス配 信 、そ れ に最 も適 したLinuxの 可 能 性

2-1Linuxに よ るデ ー タ ベー ス配 信 の 環 境 に つ いて

(1)こ の計 画 が ス ター トした 時点 でLinuxを 使 用 す る こ とは既 に決 ま って お り、

Linuxを 前 提 に 考 え た シ ス テ ム で もあ る。LANに よ る配信 が想 定 され て い た の で

迷 うこ とな くUNIXベ ー ス でや るべ きだ と考 えた か らで あ る。 ち ょ うどそ の頃 、

世 は ま さにLinuxブ ー ム で 、 あ ち こち の書 店 で もLinuxの コー ナ ー が で き て大

盛 況 の 時 で あ っ た 。

そ の折 、IBM社 の 方 か らLinux対 応 モ デ ルIBMNetfinity1000(TurboLinux

ServerJ6.00EMVersi・n同 梱)が 発 売 され て い る情 報 が イ ン ター ネ ッ ト上

か ら得 る こ とが で き、 躊 躇 な く この機 種 を選 定 して 本 シス テ ム構 築 を考 え る こ

とに な っ た 訳 で あ る。UNIXベ ー ス のデ ー タベ ー ス サ ー バ が か な りの低 価 格 で 実

現 す る こ とに 、ま さに 時代 の革 新 を実感 せ ず には い られ な い。Linuxが サ ー バ と

して 安 定 して い るの は既 に 実証 され て い る こ とで あ り、 ま た今 回 配 信 の メ カ ニ

ズ ム と して使 うHtm1ベ ー ス上 のwww.ブ ラ ウザ ー で 閲 覧 を させ るHTTPサ ー バ ー

のApacheも 世 界 的 に 定評 あ るサ ー バ で あ る。今 回 は これ らの シ ス テ ム で 配 信 環

境 を構 築 す る こ とに な っ た。

(2)マ ル チ メデ ィア と して画 像 を格 納 す るデ ー タベ ー ス につ い て は 、現 在 市 場 で

流 通 す るデ ー タベ ー ス 自体種 類 が多 く、OSに よ りサ ポー トして い る もの とそ

うで な い も の が あ る。 そ の 中か ら今 回 はInterBaseforLinuxを 採 用 す る こ

とに した。 ま ず 、 サ ー バ ー のOSがLinuxで あ る点 と、2000年 の7月 に オ ー プ

ン ソー ス と して 開 放 され た 点 を考 慮 して 決 定 した 。InterBasef・rLinuxは オ

ー プ ン ソー ス と して 公 開 され るま で は他 のデ ー タベ ー ス製 品 と 同様 に一 般 に 市

販 され て お り、そ の信 頼 性 は確 実 で あ る事 が 市 場 で 実証 され て い た か らで あ る。

ま た 、 オ ー プ ン ソー ス のデ ー タベ ー ス を使 用 す る こ とに よ り、 将 来 イ ン タ ー ネ

ッ トで の 配 信 を 実施 す る 際 に も制 限無 く使 え るメ リ ッ トも考 慮 して 決 定 した 訳

で あ る。
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2-2Linuxの 運用 をよ り快適 にす る創意 と工 夫

(1)デ ータベ ースのデ ータ格納構 造 については、今回は動画の画像デ ータが基本 になっ

ており・画像データはフォーマットにより何種 類もファイル形 式が存在す る。本 システム

では、現 時点で最も信頼 できるMPEG1を 採 用した。

MPEG1の データは最高の画質と音質で作成 した場合10秒 あたりおよそ4Mバ イトの

容 量となるのであるが、実用 的な長 さの作 成を考えた場合 、データベースに格 納する

時 に問題 が生 じる。通常マル チメディアのデータをデータベースに格 納 しようとした場

合BLOBを 使用 して格 納することになるのであるが、数Mバ イトのデータであればBLO

Bに 格納することは可能だが、動 画の画像 データだと実用上不可能 になる。

また、BLOBの サイズに上限を持 たせ ているデータベースもあり、InterBaseの ように

無制 限であっても登録や 呼出時 に展開することを考えると膨 大なメモリー を消費するの

は 目に見えている訳である。この為 今回 はデータベ ースで動画データのインデックスを

作成 し、実データを格納 してある場所 を管理するように設 計してある。

添付表1-1に はMPEG1デ ータの転 送時 間測定をしたので、参考 に載せたものであ

る。
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MPEG1デ ータの転送 時間 測定結果

A B C D

CPU K6-3350MHz PentiumMMX166MHz Cereron400Mz PentjonMMX266MHz

Memory 96MB 48MB 256MB 64MB

Ethernet

ア ダ プ タ

10BaseT10M/bps

NE-2000互 換

10BaseT10M/bps

PCMCIA

100BaseTX

100M/bps

LhkSys

10BaseT10M/bps

PCMCIA

各機種を単体で動作させ測定した結果

2-00.mp9

47,622KB

1分03秒 1分52秒 00分42秒 1分39秒

2-30.mp9

59,612KB

1分18秒 2分21秒 00分52秒 1分57秒

同時に動作の測定結果
SwitchingHubDirect10BaseTHub->Switching

Hub

2-00.mp947,622KB 1分55秒 1分30秒

2-30.mpg59,612KB 2分22秒 1分57秒

SwitchhgHubDirect

2-00.mpg47,622KB 1分00秒 1分52秒

2-30.mp959,612KB 1分07秒 1分58秒

Rooter->10BaseTHub->SwitchingHubSwitchingHubDirect10BaseTHub->Switching

Hub

2-00.mp9

47,622KB

1分47秒 00分47秒 1分57秒

2-30.mpg

59,612KB

2分20秒 1分10秒 2分32秒

表1--1

この結果 か らも推測 で きるが、現行 のシステ ムでは、MPEG1の 画像 ファイル の転

送 には相 当の時 間がかか る。100BaseTXの100M/bpsで2分 のデ ー タを転送す るのに

42秒 かか る。 これが10BaseTの10M/bpsで す と2分 の画像で、最速1分03秒 にな

る訳 であ る。

ノー トパ ソコンの場合 はハ ー ドデ ィス クの回転半径 が小 さい ので、デ ス ク トップ

パ ソコンに比 べて速度が低 下す る と考え られ るが、 当然、 メモ リー を相 当量積 む こ

とに よ り速度 ア ップを図 ることは可能 であ るが、劇 的な速 さを求め るこ とは難 しい。

但 し、無線LANの 場合 は この結果 よ りも10%程 度 向上す る と考 え られ る。

この よ うな結果 か ら、我々はMPEG1の 画像 ファイル が30sec.を 超 えない範 囲で制
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作す る こ とに な っ た。

(2)デ ー タベ ー ス の呼 出方 法 につ い て は 、デ ー タベ ー ス 内 に格 納 され て い るデ

ー タ をブ ラ ウザ ーか ら呼 び 出 す 為 にJAVAの 技 術 の一 つ で あ るServletを 用 うの

であ る。Servletを 通 してデ ー タベ ー ス と通 信 して デ ー タ を送 って も らい 、 そ の

ため 、 サ ー バ ー 側 にWebサ ー バ ー と してApacheとServletを 動 作 させ る為 の

Jserverを 組 み 込 み 、デ ー タベ ー ス か ら提 供 され るデ ー タ をServlet内 でHTML

に変 換 し、 整 形 した後 ブ ラ ウザーに供 給 す る方 法 を採 用 して い る。

(3)デ ー タベー スの起動 と停止 につい ては、サーバー が立ち上が る と同時 に起動

し、サーバーが停止す る時に安全 にシャ ッ トダ ウン され る必要が あ る。この ため、

Linuxサ ーバー の起動ス ク リプ トを作成 し、init.dに 実体 を置 きrc.d内 で こ

のス ク リプ トを呼び 出 し、デー タベー スの起動 と停止 を行 うこ とに した。これ に

よ りサーバ ー の起動 と停 止 に 同期 してデ ー タベ ース も自動 的 に起動 と停止 が行

われ るのであ る。

以下システムの概要 と構成 の項 で詳 しく説 明す る。

2-3Linuxを 有効 に使 う最適 なLAN環 境の構築 と今 後の可能性

(1)LANを 利用す るメ リッ トとしては、外部 イ ンフラの影 響 を最 も受 けに くい

点が上 げ られ る。非常 に高価 で膨 大なデー タベー スは、利 用者の共有財 産で ある

か ら利 用す るクライ ア ン トに とって は、安全 に快適 に使 えるこ とが一番 大切 で あ

る。現状 のイ ンターネ ッ ト網で は、完壁 とは言 えない状 況である。故 にその利 便

性 よ り安全面 を重視 し、LAN配 信 がベ ス トだ と判断 した訳 である。但 し、環境 は

イ ンタv・一ーネ ッ トそ の ものであ るか ら、直 ぐにWeb環 境 に移行 で きるの も大 きな特

徴で ある。

また このよ うなLANシ ステ ムを よ り広範 囲 に拡散 して利用す る場合 は、フラン

チャイズ として の ミラー サーバ を使 うことも必要 になる と思われ る。その ミラー

サーバ間は光 ケー ブル な どの高速回線網 で接続 し、サーバ のRAIDシ ステム のよ

うに分 散 したデ ー タベ ース を ミラー サーバ で管理す るシステム を作 り上 げれ ば

広範 囲な配信が可能 であ ると考 える。デー タベー スサーバが安価 に構築 で きるこ
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とが大前提 にあ る。

(2)今 回 ク ライ ア ン トの 閲 覧 に は 、ブ ラ ウザ ー と してOSに 標 準 添 付 のInternet

Explorerを 使 う。MPEG1の 画 像 は 同梱 で配 布 され て い るMediaPlayerで 見 る こ と

が 可 能 で あ る。メイ ンサ ー バ は 、HTTPサ ーバ ー一・一のApacheとInterBaseforLinux

の デ ー タベ ー ス サ ー バ で構 成 す る。 デ ー タベ ー ス 内 のDataは 、 デ ー タベ ー ス エ

ン ジ ン で駆 動 し、Apacheと の サー バ プ ロ グ ラム の交 信 はJAVAのJDBC接 続 に よ

り行 い 、 レス ポ ンス とユ ー ザ ー イ ン ター フ ェイ ス に よ りServletとAppletを 使

い 分 け る方 式 に よ り、ク ライ ア ン ト側 か らは必 要 な検 索 キー を入 力 す るだ けで デ

ー タベ ー ス交 信 を 可 能 に して い る
。

特 に今 回 の学 習 に 活 用 す る場 合 、教 室 な どで指 導 者 や イ ン ス トラ ク ター と一 緒

に利 用 す る こ とを想 定 す る と、トラフ ィ ック の制約 が 少 ない 環 境 で きれ い な 音 や

映 像 をス トレス な しに閲 覧 で き るメ リッ トが存 分 に発 揮 され る と期 待 す る。今 回

100BaseTX100M/bpsで は30sec.のMPEG1の 画 像 デ ー タ は数秒 の待 ち 時 間 で ほ とん

どス トレス な しに 見 る こ とが で き る。ま た 同部 屋 の10人 か ら25人 ク ラス の授 業

に は無 線LAN環 境 も対 応 可 能 で あ る。 但 し現行 の シ ス テ ム で は 、最 大11M/bps

と転 送 速 度 が遅 い の が 難 点 で あ るが 、そ のデ メ リ ッ トを差 し置 い て も使 い方 の 自

由度 は 魅 力 的 で あ る。

(3)現 状のOSで は、ブ ラ ウザー にも2大 勢力が あ り、 これ らは、1部 は互換 のない

機 能 もあるが 、さらにマシ ンの性 能やそのブ ラウザー のバー ジ ョン、プ ラグイ ン

の種類 な どの諸条件 が あ り、それぞれ様 々な状況 を抱 えてい る。この よ うな状況

は決 して クライ ア ン トを使 う側 に とっては好 ま しい環境 とはい えない。使 う側 が

安 心 して利 用す るにはOS環 境の変化 に極力影 響を受 けない システ ムを 目指 して

メ ンテナ ンス フ リーの状況 を作 り出す必要 がある訳で ある。今 後の選択肢 として

は、例 えばTransmetaCorporationの 開発 したCrusoeProcessorを 搭載 し、で

きる限 り操作性 よい専用Linuxク ライア ン トマシンをこの システ ム用 に開発 し

て行 くことが望 ま しい と考 えてお り、以 下そ の構想 図 を図1-3に 示 します。
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3.マ ルチ メデ ィアデー タベース システムの概要 と構成につ いて

3-1シ ス テムの構成

(1)全 体 の シス テ ム構 成 を 図3-1に 示 す 。 まず デ ー タベ ー ス に はMIDI、 画 像 、

音 、PDFな どを格 納 す る場 合 、 デ ー タ を 引 き出す 為 の 索 引部 分 を さま ざま な

キー で 登録 して お くこ とに よ り、 例 え ば"Rock"と い う検 索 キ ー ワー ドをブ ラ

ウザ ー よ り送 られ たHTTPサ ー バ ー プ ロ グ ラム は 、JAVAのJDBCを 介 して上 記

の 全 て の デ ー タ(MIDI,画 像 、 音 、PDF)か ら関連 す る もの を抽 出 す る こ とが で

き る よ うに な っ て い る。

次 に検 索 され た デ ー タ よ り必 要 な もの の み選 択 し再 度HTTPサ ー バ ー プ ロ

グ ラム に結 果 を送 信 し動 的 に教 育用 コ ンテ ンツ を生 成 す る。

ブ ラ ウザ ー 上 よ り必 要 なMpeglFileを 検 索 し、抽 出 され た デ ー タ を も と

に学 習 用Mpeg1デ ー タを動 的 に 作成 しブ ラ ウザー に送 信 す るの で あ る。

(2)図 中Aお よびBに 示 す 部 分 、デ ー タベ ー ス とサ ー バ ー プ ロ グ ラ ム の通 信 は

JAVAのJDBC接 続 に よ り行 い 、 レス ポ ンス とユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェー ス に よ

りServletとAppletを 使 い 分 け る よ うにな っ て い る。

ブ ラ ウザ ー よ り送 信 され た 条 件 に基 づ き 、JAVAServletに よ りデ ー タ を検

索 し、 結 果 を再 びJAVAServletで 動 的 にHTMLを 構 成 しサ ー バ ー プ ロ グ ラム

に 渡 す 。
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デ ー タベー ス ・サ ー バ(PCUNIX)シ ス テ ム概 要 図3-1

Windows
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A

昌
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00000叩

サ ー バ(PCUNIX)

IBMNetfinity1000
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(3)デ ー タ フ ァイ ル の 登 録 シ ステ ム概 要 を 図3-2に 示 す 。 登 録 の詳 細 につ い て は 、

3-4シ ス テ ム の 運 用 の 実 際 とオ ペ レー シ ョン の項 で 詳 し く説 明 す る つ も りで

あ る。

(4)デ ー タは登録 時に実デ ー タ部 と索引部 に分 けて登録 され る。 この関係 を図3-3

に示す。索引部 には実 デー タを引 き出す ためのキー ワー ド、及 び主キー を登録す

る。実デー タ部 には 、登録す る実データをそのままの形 で登録す る。マルチ メデ

ィアのデー タ(特 に動 画デー タ)は その もの 自体が 巨大 であ りデータベー スのフ

ィール ドに直接埋 め込 む と不都合が生 じる可能性 が大であ る。データベー スで実

デー タの存在場所 等 を管理 し、実デー タは管理 され た場所 に直接転送す るよ うに

して 、この危険 を回避す る。デー タはBDEを 通 してTCP/IP経 由でInterBaseに

送 られ、実デ ー タ部 はFTPに よ り管理場所 に転送 され る。デ ータの管理 にはツ リ

ー構 造の管理画 面 を使 い、ツ リー構造 とデー タの管理 には この画面 を利用 して ツ

リー構造 とデー タベ ー ス間で相互 に管理 をさせ る。
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デ 画商ータ フ ァイ ル 登 録 シス テ ム 概 要 図3-2

登 録 ク ラ イ ア ン ト

Windows98

C十 十

Windows

Application

データベース

接続エ ンジン

(BDE)

lWindows

MultiMedia

lApplication

デ ー タ フ ァイ ル 登 録(格 納)

プ ロ グ ラム 専 用Application

SQL発 行

サ ーバ シス テ ム 階層

lBMNetfinityIOOO
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デ ータ ファイル構成 とサーバ への登録(格 納)方 法 につ いて 図3-3

データファイル の全体構成(ツ リー構造)

Index

Profile

Data1

Data1

Maintenance

Data41

索 引部

索引部

実デー タ部(Mpg

実データ部(Mp9

Data31

IBMNetfinity1000サ ー バ
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(5)Web環 境 で のHTMLベ ー ス の ア クセ ス 状 況 を 図3-4に 示 す。 ク ライ ア ン ト

はApacheのHTMLの 初 期 画 面 に ア クセ ス した後JServか ら呼 び 出 され るJava

のServletに 制 御 が 移 る訳 で あ る。Servletか らは動 的 にHTMLを 吐 き 出 して

ク ライ ア ン トに送 り、Servletを 使 用 す る こ とに よ り各 ク ライ ア ン トの セ ッ

シ ョン管 理 をJava側 で 行 うこ とが 可 能 に な るの で あ る。

ま た 、通 常HTMLが 置 か れ て い る場 所 に は 初 期 画 面 のHTMLの み が あ り、そ

こか ら続 くペ ー ジ はServletが 接続 時 に 吐 き 出す の でHTMLの み の方 法 に比 べ

セ キ ュ リテ ィが 高 くな る。ま たServletは マ ル チ ス レ ッ ドで 動 作 す るた めCGI

を用 い る方 法 に比 べ 、 プ ロセ ス を毎 回 起 動 しな為 サ ー バ ー に対 す る負 荷 を低

く抑 え る こ とが 可 能 とな る。
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WWW環 境 でのHtmlベ ースの ア クセ ス状況 につ いて 図3・4
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3-2指 導の カ リキ ュラムの構成

(1)ト ライ アー ド音 楽院新 入 生 の導 入 カ リキ ュラムの一 部 を今 回 のシ ステ ム に

組 み入れ て全体構成 が作 られ て ある。音楽院 の全 カ リキ ュラムは膨大 であ るが 、

今 回 はボ リュー ム と予算規 模 を考慮 した上 で、で きる限 りま とまる構 成 を考 え

て ある。マル チ メデ ィアに 関 して は、一度テ ス トラ ンを実施 して か らとの希望

もあ り今 回の規模 に落 ち着 いた訳 である。 まず システ ム上 での大分類 として、4

つの基本 的なカ リキュラムに分 けて考 えてあ る。 以下 にそれ を示す。

図3-7に 最初 のHtmlペ ー ジを示す。 以下Htmlの 各ペー ジ画像 はそれぞ

れ の図指 を参考 に して も らいたい。

3-2-・1Profile楽 器 の 紹 介

こ こで は音 楽 院 の 教材 とな って い る ギ ター のす べ て をMPEG1の 画 像 フ ァイ

ル で紹 介 す る。 この 部 分 が ガ イ ダ ン ス と して の 役 割 を担 って い る部 分 で あ る。

図3-8

Pickの 種 類

Strings/弦 の種 類

音 を通 す ケ ー ブ ル(シ ー ル ド)

演 奏 しや す い ス トラ ップ

チ ュー ナ ー で 正 確 に チ ュー ニ ン グ をす る

チ ュー ニ ン グの 種 類

3-2-2Prepare演 奏 に 入 る前 の準 備

この セ ク シ ョンで は 、 演 奏 に 入 る前 に 知 っ て お か な けれ ば な らな い 知 識 や テ

ク ニ ック をMPEG1の 画 像 フ ァイ ル で 紹 介 す る。 これ は概 論 と して の 説 明 に な

る訳 で あ る。

Adjustベ ス トな調 整 図3-9

調 整 に使 う工 具 の種 類

工具 を使 った 調 整 の 方 法

弦 の正 しい押 え方

Tuningチ ュー ニ ング 図3-10

音 叉 を使 ったTuning

Tunerを 使 っ たTuning

特殊 なTuningの 種 類

TuningPitchチ ュー ニ ン グ ピ ッチ

3-2-3Playギ ター の演 奏

い よい よ実 際 の ギ タ ー 演 奏 の指 導 カ リキ ュ ラ ム に入 る。 こ こが最 もボ リュ ー

ム を あ り一 番 重 要 な と ころ で あ る。 小 分類 と して演 奏 の技 術 レベ ル をStep1、
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Step2、Step3と して3つ の段 階 に分 け て あ る。 こ こ に音 楽 院 の実 績 と ノ ウハ

ウが活 か され て い る。 生 徒 は これ らの レベ ル に合 わ せ て テ ク ニ ッ ク を身 に つ け

訳 で あ る。

今 回 の 演 奏 に使 うス コア につ い て は 、 画像 で は な くPDFと して このTOPペ

ー ジ か ら リン ク を貼 っ て 読 み 出せ る よ うに配 置 して あ る
。 図3-11

SteplCメ ジ ャー の トレー ニ ン グ 図3-12

Position2

Position5

Position7

Position10

Position12

Step2Jazzベ ー シ ッ ク ト レー ニ ン グ ジ ャ ズ 図3-13

Step2Rockベ ー シ ッ ク ト レー ニ ン グ ロ ッ ク 図3-14

Step3JazzBackingア ドバ ン ス ト レー ニ ン グ ジ ャ ズ バ ッ キ ン グ

図3-15

Step3JazzSoloア ドバ ン ス トレー ニ ン グ ジ ャ ズ ソ ロ

図3-16

Step3RockBackingア ドバ ン ス トレー ニ ン グ ロ ッ ク パ ッ キ ン グ

図3-17

Step3RockSoloア ドバ ン ス トレー ニ ン グ ロ ッ ク ソ ロ

図3-18

3-2-4Maintenance日 常 の 楽 器 の 手 入 れ 図3-19

このセ ク シ ョン は 、 演 奏 を終 え て か らの 楽 器 の 日常 の 手 入 れ に つ い て 説 明 し

て い る。MPEG1の 映像 で の説 明 が 最 も効 果 的 に使 われ る 部 分 で も あ る。

Maintenance工 具 を使 う調 整 図3-20

パ ー ツの 増 し締 め

オ ク ター ブ調 整

ピ ッ クア ップ の調 整

ネ ックの 調 整

Maintenance日 常 の 手 入 れ 図3-21

ク リー ニ ン グ のや り方

ク ロス の 種 類

塗 装 面 の 手 入 れ

フ ィ ンガ ー ボー ドの 手 入 れ

全体構成 について は、以下 の図3-5を 参照 して もらいたい。
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マ ルチ メデ ィア デ ー タ・ベー ス ファイル(MpeglFile)構 成 表

lndex.html

Profile

紹 介

コ

tAdice
・ア 障Wス

Prepare

準 備

Adjust

ベ ス トな調 整

「一

;Adice
lアNWス

Play

演奏

Tuning

チ ュ ー ニ ン グ

「一

:Adice
lアNWス

調整に使う工具の種類
Stepl

Cメ ジ ャ ー の

トレー ニ ン グ

仙iceiロ
'アNVス;

」

工具を使った調整の方法

弦の正しい押え方

…i・i・・2-{lli;um

・…t…5一 一[ttlgl'um

・。、i・・。・7-一 一ーー 一[1{ilum

Step2Jazz

ベ ー シ ッ ク ト レー ニ ン グ

ジ ャ ズ

…iti・・1・一[lii;um

音 叉 を使 ったTuning

ホ

;Adice

ア 障Vス

P・・iti・・12-一一[lli;um

KeyTranspose

キ ー トラ ン ス ポ ー ズ

KeyC

KeyG

TempoChange

テ ン ポ チ ェ ン ジ

K・y回

KeyCSIow

Mute/ミ ュ ー ト

Tunerを 使 っ たTuning

KeyCMIdlum

特 殊 なluningの 種 類

K・y[1]F・9Lt

(J=76)

ローV-Ilype1

:Adicθl

lアNVス;
.」

ChordProgression

コ ー ドプ ロ グ レ シ ョ ン

TuningPitch.

チ ュ ー ニ ン グ ピ ッ チ

CK8y

CKey

Step2Rock

べ ー シ ッ ク トレ一 二 ン グ

ロ ック

－Pickの 種 類

－Strings/弦 の種 類

音 を通 す ケー ブル(シ ー ル ド)

・ 演奏 しや す いス トラ ップ

チューナ ー で正 確 にチ ュー ニ ング をす る

ローV-Ilype2

コ

;Adice
`ア ⇔Wス

KeyTranspose

キ ー トラ ン ス ポ ー ズ

ロ ロ コ コ

lAdice
`ア ロWス

Key[蚕]五 －V-IType3

Step3JazzBacking

ア ドバ ン ス ト レー ニ ン グ

ジ ャ ズ バ ッキ ン グ

チュー ニ ングの 種 類

図3-5

[コ ・…P・g・

1`htmlAdvicePage

__.一,.」

MpeglFile

KθyfK]－eq

TempoChange

テ ン ポ チ ェ ン ジ

.K・y回Typ・2

KeyASlow

Mutρ/ミ ュー ト

Key AMidium

iAdiceU
・ア⇔鮮ス;
1」

Key14]Fast

ChordProgression

コー ドプ ロ グ レシ ョ ン

(J=120)

BasicChordForm

Step3JazzSolo

ア ドバ ン ス ト レ一 二 ン グ

ジ ヤ ズ ソ ロ

Step3RockBacking

ア ドバ ン ス トレー ニ ン グ

ロ ック パ ッキ ン グ

Typ・1K・y回1一 ロ ーV

Iype2Key回1-IV-V

Iype3Key回1一 ロ ーV

ベ ー シ ッ ク コ ー ドフ ォ ー ム

BossaNova/ボ サ ノ バ

コ
lAdice
コ
1アロWス
1
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Step3RockSolo

ア ドバ ンス トレ ー ニ ン グ

ロ ッ ク ソ ロ

4Beat/4ビ ー ト

ChoadArpeggio

コ ー ドア ル ペ ジオ

Scale/ス ケ ー ル

Solo/ソ ロ

KeyCDiatonicChord

Midium-[
典
旦1・esK・y回

一 一[iii器i蒜1÷

Bossa(lonian&Lydian) ,

Bossa
-一[

4BeatD。,lanM,、 。.

Approach/ア プ ロ ー チ(J=180)

8Beat/8ビ ー ト(J=120)

Shuffle/シ ヤ フ ル(J=120)

6/8(J=120)

16Beat/16ビ ー ト(J=92)

㌍ 漂 鶴 オー 一[lli;um

Sca・e/Xケール ー一[1:1:i:i:

Bend/ベ ン ド(j=120)
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Maintenance

手 入 れ

Maintenance

工 具 を 使 う調 整

パ ー ツの増 し締 め

オクターブ調整

ピック ア ップの調 整

ネックの調整

ク リー ニ ングの や り方

舗aintenance

日 常 の 手 入 れ
一

塗装面の手入れ

フ ィンガー ボー ドの手 入れ





次 に、この システム構 成 を基 本 に作 業 者 がファイル の受 渡 しを円 滑 にす るため 、以 下 の

ような表 を作 って管 理 をした。

画 面 に表 示 させ る文 字(タ イトル)は リンク情 報 を含 み ませ ん。○ 印 の 文 字(タ イトル)は

MPEG1へ のリンク情 報 を含 みます 。(lndexは 除く)

Mpgは 、ビデ オ クリップMPEG1の ファイル 形 式 。htmはhtm1上 のペ ー ジ。

RootName全 体 表記 MessageTXT画 面 に表示 させる文字 FileName(種 類) File

1ndex.html 1ndex. .htm

始め る前に知 ってお くこと Pro刊eTop

始める前に準備すること A(加stTop

演奏 トレーニング PlayTOP

ギターの調整 と手入れ MahtenanceToP

Pr。刊e/紹 介 始める前に知っておくこと(タイトル) Pro刊eTop .htm

Oピ ックの種類(素 材、形状、厚 さ) Pick .Mp9

O弦 の種類(素 材 、形状 、太 さ) Strings .Mp9

O音 を通すケー ブル(シ ール ド) Sheeld .Mp9

O演 奏 しやす いス トラップの形 Strap .Mp9

とセ ッテ ィング

○チューナーで正確にチューニングをす る Tuner .Mp9

Oチ ュー ニ ング の種 類(ノ ー マル 、変則) Tuning&Pich .Mp9

Prepare/準 備 演奏す る前の準備(タ イ トル) A(加stTop .htm

Oギ ターのベス トな調整 A(加st

O正 確なチューニング Tuning

Play/演 奏 演奏 トレーニング(タ イ トル) PlayTOP .htm

Cメ ジャース ケー ル のテ ンポ トレー ニ ング Step1

Jazzギ ターOベ ー シ ック トレー ニ ング Step2Jazz

○パ ッキ ング Step3JazzBacking

○ ソロプ レイ Step3JazzSoloPlay

Rockギ ター0ベ ー シ ック トレー ニ ング Step2Rock

0パ ッキ ング Step3RockBacking

Oソ ロプ レイ Step3RockSoloPlay

Maintenance/手 入 れ 調整と手入れ(タイトル) Ma ntenanceTOP .htm

O工 具を使う調整 Ma ntenanceToo1

0日 常の手入れと用具 Ma ntenanceDays

A輌st/調 整 ギターのベストな調整(タイトル) A(UustTOP .htm

○調整に使う工具の種類 SettingToo1 .Mp9

0工 具を使った調整の方法 ToolAdlust .Mp9

O弦 の正しい押え方 SetStrings .Mp9

Tuning/チ ュ ー ニ ン グ 正確 なチューニング(タ イトル) TuningTOP .htm

O音 叉 を使 ったTuning TuningFork .Mp9

OTunerを 使 ったTuning TunerPlay .Mp9

0特 殊 なTuningの 種類 SpecialTuning .Mp9

○チューニング ピッチ TuningPich .Mp9
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Step1 テンポトレー ニング(タ イトル) Step1 .htm

ポ ジシ ョン20Midium8thnote Position2Mid .Mp9

OSIowquarternote Position2Slow .Mp9

ポ ジシ ョン50Midium8thnote Position5Mid .Mp9

OSIowquarternote Positi◎n5Slow .Mp9

ポ ジ シ ョン70Midium8thnote Position7Mid .Mp9

OSIowquarternote Position7Slow .Mp9

ポ ジ シ ョン100Midium8thnote Position10Mid .Mp9

OSlowquarternote Position10Slow .Mp9

ポ ジ シ ョン120Midium8thnote Position12Mid .Mp9

()Slowquarternote Position12Slow .Mp9

Step2Jazz Jazzギ ター プ レイ(タ イ トル) Step2Jazz .htm

KeyTranspose/キ ー トラン ス ポ ー ズ KeyTranspoJazz

TempoChange/テ ン ポ チ ェン ジ TempoChangeJazz

Mute/ミ ュー ト MuteJazz

ChordProgression/コ ー ドプ ロ グ レ シ ョン ChordProgressionJazz

KeyTranspose/ キ ー トランスポーズ(タ イトル) KeyTranspoJazz

.

.htm

キートランスポーズ OKeylC皿 －V-1 Step2JazzKey:C .Mp9

OKey:G皿 －V-1 Step2JazzKey二G .Mp9

OKey:F皿 －V-1・ Step2JazzKey:F .Mp9

TempoChange/ テンポチェンジ(タイトル) TempoChangeJazz .htm

テンポチェンジ OKey:CSIowTempo Step2JazzKey:CSIow .Mp9

OKey:CMidiumTempo Step2JazzKey:CMid .Mp9

OKeylCFastTempo Step2JazzKey:CFast .Mp9

Mute/ミ ュ ー ト ミュート(タイトル) MuteJazz .htm

OJazzプ レイ のMute/ミ ュ ー ト Step2JazzMute76 .Mp9

ChordProgression/ コー ドプログ レション(タイトル) ChordProgressionJazz .htm

コー ドプログレション OTypelKey:C皿 －V-1 Step2JazzChordType1 .Mp9

OType2Key:C五 －V-1 Step2JazzChordType2 .Mp9

OType3Key:C五 －V-1 Step2JazzChordType3 .Mp9

Step2Rock Rockギ ター プ レイ(タ イ トル) Step2Rock .htm

KeyTransp。se/キ ー トラ ン ス ポ ー ズ KeyTransposeRock

Temp。Change/テ ン ポ チ ェン ジ TempoChangeRock

Mute/ミ ュ ー ト MuteRock

ChordProgression/コ ー ドプ ログ レ シ ョン ChordProgressionRock

KeyTranspose/ (タイトル) KeyTransp◎seRock .htm

キー トランスポーズ OKey:AI-】 田 －V Step2RockKey:A .Mp9

OKey:CI-】V-VLowPosition Step2RockKey:C .Mp9

OKey:CI-】 医7-VHighPositi◎n Step2RockKey:CType2 lMp9 .

TempoChange/ キー トランスポー ズ(タ イトル) TempoChangeRock .htm

テンポチェンジ OKey:ASIowTempo Step2RockKey:ASlow .Mp9

OKey:AMidiumTempo Step2RockKey:AMid .Mp9

OKey:AFastTempo Step2RockKey:AFast .Mp9
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Mute/ミ ュー ト ミュー ト(タイトル) MuteRock .htm

Rockプ レ イ のMute/ミ ュ ー ト Step2RockMute120 .Mp9

.

ChordProgression/ コー ドプログレション(タ イトル) ChordProgressionRock .htm

コー ドプログ レション OType1(6+5弦Ro。t)Key:GI-IV-V Step2RockChordType1 .Mp9

OType2(6弦R。 。t移 行)Key:GI-IV-V Step2RockChordType2 .Mp9

OType3(5弦Root移 行)Key:GI-IV-V Step2RockChordType3 .Mp9

Step3/Jazz/Backing Jazzギ ター パ ッキ ン グ プ レイ(タ イ トル) Step3JazzBacking .htm

ベーシックコー ドフォーム(タ イトル) .htm

OKey:CDiatonicChords(5弦Ro。t) Step3JazzBackKey:C .Mp9

ボサノバ(タイトル) .htm

OMidiumTempo Step3JazzBackBossaMid .Mp9

OSIowTempo Step3JazzBackBossaSlow .Mp9

4ビー ト(タイトル) .htm

OBIuesKey:F Step3JazzBackBlues .Mp9

Step3/Jazz/Solo Jazzギ ター ソロプ レイ(タ イ トル) Step3JazzSolo .htm

コー ドァ・ルペジオ(タ イトル) .htm

OKey:CM司orDiatonicChordArpeggioI-n7 Step3JazzSoloChord1 .Mp9

OKey:CM司orDiatonicChordArpeggioV-1 Step3JazzSoloChord5 .Mp9

スケー ル(タ イトル) .htm

OBossaNovaFIonian&EbLydian Step3JazzSoloScale .Mp9

ソロ(タ イトノレ) .htm

OBossaNova Step3JazzSoloBossa .Mp9

4BeatDDorianMelodyLine Step3JazzSolo4Beat .Mp9

アプロー チ(タ イトル) .htm

OApproachLineonDminor7thChord Step3JazzSolo180 .Mp9

Step3/Rock/Backing R。ckギ ター パッキングプレイ(タイトル) .htm

08Beat/8ビ ー ト Step3RockBack8Beat .Mp9

OShufne/シ ャフル Step3RockBackShufF .Mp9

0618 Step3RockBack618 .Mp9

016Beat/16ビ ー ト Step3RockBack16Beat .Mp9

.

Step3/Rock/Solo Rockギ ター ソロプレイ(タイトル) .htm

OChordArpeggio/コ ー ドア ル ペ ジ オ Step3RockSoloChordArpe .Mp9

07thChordArpeggioMidiumTempo Step3RockSoloChordArpeMid .Mp9

07thChordArpeggioSlowTempo Step3RockSoloChordArpeSlow .Mp9

スケー ル(タ イトル) .htm

A-P.T.S. OAminorPenta-Tonic-Scale Step3RockSobScaleA90 .Mp9

D-P.T.S ODminorPenta-Tonic-Scale Step3RockSoloScaleD90 .Mp9

ベンド(チョーキング)(タ イトル) .htm

(ニ120) OABIuesPenta-Tonic-ScalewithBending Step3RockSoloBend .Mp9

Maintenance/ 工具を使う調整(タイトル) MaintenanceTool .htm

工具と調整 0パ ーツの増し締め MainteParts .Mp9

Oオ クターブ調整 MainteOctave .Mp9

Oピ ックアップの調整 MaintePick .Mp9

Oネ ックの調整 MainteNeck .Mp9
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Maintenance/ 日常の手入れ(タ イトル) Ma ntenanceDays .htm

日常の手入れ Oク リーニングのやり方 Ma nteDayCleaning .Mp9'

Oク ロスの種類 Ma nteDayCloth .Mp9

O塗 装面の手入れ Ma nteDayFace .Mp9

Oフ ィンガーボードの手入れ Ma nteDayBoard .Mp9

表3-1
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以 下にHtmlの トップペ ージを示す。

最初 に表示させるページ

図3-7
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ProfiIe楽 器 の紹 介

図3-8
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Prepare演 奏 に 入 る前 の 準 備

Adjustベ ストな調 整
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Tuningチ ュー ニ ング
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Cメ ジャー のトレーニ ングStep1
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Step2Jazzベ ー シ ック トレー ニ ン グジ ャズ
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Step2Rockベ ー シ ック トレー ニ ン グ ロック

図3-14
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Step3JazzBackingア ドバ ン ス トレ ・一・・一ニ ン グ ジ ャ ズ バ ッキ ン グ

図3-15
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Step3JazzSoloア ドバ ンス トレー ニ ング ジ ャズ ソロ
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Step3RockBackingア ドバ ンス トレー ニ ング ロックパ ッキン グ
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Step3RockSoloア ドバ ンス トレー ニ ング ロックソロ

図3-18
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Maintenance 日常の楽器の手入れ
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Maintenance工 具 を使 う調 整
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Maintenance日 常 の 手 入 れ
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MediaPlayerの 起 動 画 面
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3-3カ リキ ュラム の今後の展望

(1)今 回 のシステ ムで指 導 に使 うメ ッセー ジは、MPEG1の 画像デー タと して、す

べ てデー タベー スサーバか ら一方通行 で生徒 に届 け られ るよ うにな ってい ます。

生徒 に とっては、分 か りに くい ところや 、質 問な どが必ず 出て くるはずです。今

回 はあま り余裕 がなか ったので、Html上 でア ドバ イスのペー ジをつ く り、その

部分 で予 め想定 した内容 を載せ て対応す るこ とに しま した。

本来 は、メールサーバ を置 いて メール のや り取 りでや るのがベ ターですが 、さ

らに今後 は もっ と進 んで ボイ スメール でのや り取 りの方 が簡単 で早 いので は と

考 えています。あま りキー ボー ドに頼 らない システ ムの方 が現実的です し、もっ

と快適 なイ ンター フェイ ス として扱 えるよ うに し、実際 の学習 に集 中でき る環境

を大切 にす ることが重要 と考 えます。

今 回のア ドバイス の簡単 な考察 を図3-6に 示 します。
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htm1上 か らデータベースにアクセスす る基本操作を下記のように決めて制作作業を進めます。

1.BASICOPERATION図3-6

⑬ ⇔
戻 る/Backジ ャンプ/Jamp

JampMenu

る/Back

⑰ ⇔
助 言/Advice進 む/Forword

⑰ 一 一 一()-T・JampMenu
助 言/Advice

⇔一?
戻 る/Back

戻 る/Back

進 む/Forword

進 む/Forword

⇔一

ジ ャ ン プ/Jamp

⑰ 一 一⇔ 一 一一
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3-4シ ス テムの運用 と実 際のオペ レー シ ョン

(1)今 回の システム は現場 で効 率 よく使 えることを大前提 と してお り、大事 なテ

ーマの1つ が、デー タベース を運用 してい く上 で実際 の使用者 で あ る指導者や イ

ンス トラ クターが 日ごろか ら比較 的安 易にデー タの更新 や メ ンテナ ンスができ、

自由な システ ム運用 がで き るよ うなオペ レーテ ィ ングシステ ム を構築 す る こと

にあ った。今 回の規 模 では完壁 とい う訳にはいかないが、そ の方 向性 は充分示せ

た と思 っている。そ の1つ が、全体の システ ムが入 力画面上 で一 目瞭然 に分か る

よ うに したこ とであ る。 これ によってオペ レー ター は、サー バの 中をWindow上

で認識 しなが ら作業 を進 め るこ とがで きるよ うにな る。普 通 の コン ピュー タの知

識 が あ る範 囲の人 に対 して充分 な使用環境 を提供 で きるよ うに と考 えた訳 で あ

る。今後 のシステムの課題 としては柔軟 にカ リキュラムを変 更 して、並 べ替 えな

どが で きるよ うな設計 に仕 上げたい希 望 をもってい る。

この よ うな指導 システ ムは、 ある程度 の経験値 でガイ ドライ ンは制作 でき る

が、実 際は現場 の対応 で最適 なシステムに組み上が るのがベ ス トではないか と

考 えて い る。 これ か らさらに高い能力 が発揮 で きるサー バ とな る よ うに努 力 を

続 けたい と考 えてい る。

今 回の操作 につい てのマニ ュアル を以下に掲載す るので ご覧 くだ さい。
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プログラムを起動すると最 初 に表示 され るのがログイン画面です。

データを登録 したり削除する他 にはデータの登録されているサーバー

と呼 ばれるコンピュータに接続 することから始めます。

ユーザー名 ・パスワード・サーバ ー名 は設 定されています ので[接続]ボタン

を押せ ばサーバー に接続されます。もし、ユーザー名 ・パスワード・

サーバ ー名 を書き込んでわからなくなってしまった場合 は、[キャンセル]ボタンを

押 してもう一度プログラムを起動してください。

サーバ ーが動作していない場合は接続 できません。
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ブ 培 論 詰

正 常にログインできた場合上記の画面が表示されます。

このまま終 了する場合は[ドアの絵]の ボタンを押すか、[メニュー]の[ファイル]か ら

[終了]を選択 してください。

元データの選択 は次の方法で行 います。

画 面上の青い字で書かれた[転送元ディレクトリの指定]の下の入力ボックス

をダブルクリックしてファイル選択画面を呼び 出します。
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ファイル選択画面ではMPG,MPEGの 拡 張子を持 つファイルが表 示されます。

選 択するファイル は1つ でも複数 でも可能です。1つ だけ選 択する場 合は

目的のファイル をシングル クリックして[開く]ボタンを押すか、目的のファイル を

ダブルクリックします。選択 されたファイル は画面左側のグリッドに表示されます。
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もし、選択した情報 が間違 っていた場合は[クリアー]ボタンを押してください。

選 択されたファイルはグリッドから消 去されて元の状態 になります。
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三'亘'灘

次 に選択 されたファイルを登録する作業を行 います。

左 側のグリッドの[ファイル名]欄 の各行 をクリックすると右側の登録ファイル名の

入 力ボックスにファイル名 が転送 され ます。登録するファイル名 が同じでない

場 合は入 力ボックス内を編集して登録したいファイル名 に変 更してください。

但 し、登録される情報は大文 字小文字 を区別 しますので気 を付 けてください。

管理コー ドは登録する際 に必要であれ ば入力します が必須ではありません。

登録 見 出し名 は登録データを検 索する場合の文言を登録 しますが必須 では

ありません。登録 してあれ ば将来 的 に言葉でデ ータを検 索することができる

ようになります。

左 のグリッドの一行毎 に上記 の登録 をおこないます。1つ の設 定が終わったら

[情報セット]ボタンを押します。正しく登録 されれば、左側 のグリッドの情報

セット欄 に[セット済み]の文字が表示されます。

情報セットは全 ての行 に対 して行わなけれ ばなりません。1行 でもセットされて

いない行 がある場合 はサーバー にデータを転送 することができません。
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全ての行の情報 セットが完 了したら[サーバーヘデータ転送]ボ タンを押します。

デ ータ転送 中のウィンドウが現れてデータをサーバー に転送します。

デ ータ転送ウィンドウは全てのデータがサーバーに転送されると閉じます。

サーバー に無 事データが転送されたら画面の下のツリー構造 の該 当データの

パネル の文字が青色になります。未登録 データのパネルは赤色のままです。

ツリー構造 に登録されているファイル の名称 と登録したファイルの名称 が違 って

いる場合はツリー構造 のパネルの色 は赤色のままです。
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登録データのメンテナンスをする場合 は画面 下側 のツリー構造を使用して行 います。

ツリー構造 のパネル は上下 にサイズを調整できるようになっています。ツリー構 造の

パネルのワクにマウスカーソル を合わせるとサイズ変更 のカーソル に変化します。

変化したらマウスの左ボタンを押 したまま上下に移動 するとサイズが変 更できます。

メンテナンスをする場 合は一番 上まで上げた方 が作業 はや り易いでしょう。

メンテナンスは該 当す るデ ータのパネル をダブル クリックします。
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!Φ デご繊 新1蝕 デー編 生lx≒ タの削除1

該 当するデータの情報が表示されます。

ここでは登録デ ータの全ての情報を変 更できます。

但し、不用意 にデ ータの情報を変更してしまうとツリー構造 との互換 が

なくなりデ ータを呼び出せ なくなる場合がありますので注意してください。

データの詳細情 報を変更 した場合は[デ ータの更新]ボタンを押せ ば変更情報

が反 映されます 。[データの更新]ボタンを押す前 に[キャンセル]ボ タンを押した

場合 はデータは何も変更されずもとの画面 に戻 ります。

また、データの削除をする場 合は[デ ータの削除]ボタンを

押 してください。確認 画面が出て本 当に削除していいか聞いてきます ので

よければ[は い]を押してください。デ ータは削除されツリー構造のパネルも

赤色 文字になります。

デ ータの確認 為 、再生をしたい場合 は[データの再生]ボタンを押 してください。
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データの再 生画面です。

この画面ではデータの再 生のみ可能です。編集作 業や録画は

できません。

登録 データの確認 用としてお使いください。
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3-5実 際の授業の状況と今後の展望

(1)平 成13年1月 中旬 に本 システム は一通 りの完成 を したので、早速 トライア
ー ド音楽 院の教室で生徒 を集 めて簡単なテス トランを実施 した。 その様子 につ

いて、簡 単に以下 に報告す る。本 システムの完成度 のチ ェ ック と有 効性 の確認 、

サーバ の動作チ ェ ック、通信速度 のチ ェ ックな どが主な項 目であ る。

まず 当初最 も心配 した通信 速度 につ いては、100BaseTXの100M/bpsで 接続 し

たク ライア ン トマ シンにつ いては、性 能が上がってい るこ ともあって非常に快

適 な動 作が得 られた。MPEG1の 画像 については、特に演奏 の部分 でマスター し

よ うとす るファイル を、まず一 旦 自分のマ シンに読 み込ん でか ら見 ることにな

るので、 リピー トす る場合 な どには一切影響が出ない快適 な状況 が生まれ る。

また通信 速度 は当初予想 したほ どのス トレスにはな らない印象 を受 けた。

次 に心配 していた画像の大 き さです が、MediaPlayerの200%表 示で指 の細

かな動 きまで追 うこ とができ るので充分 に判断可能 であ る。解像度 も学習す る

に充分 な 内容 である と思 われ る成 果が得 られた。 この よ うに通 常の授 業では、

その機 能 を存分 に発揮す る ことが実際の現場で実証で きた ことは うれ しい限 り

であ る。

(2)今 後 につ いて、メール サーバの導入 も しくはボイス メール に よる生徒 と先生

の間のイ ンタラクテ ィブなや り取 りをお こな うシステム 開発や 、 クライアン ト

マ シン上 でハ ンズフ リーにな るオペ レーテ ィングシステ ムの開発 な どが当面 の

課題 と してある。 また、 この システ ムに付随 した専用のサ ウン ドシステムの実

用化 に向けての整備 な どを、 これか ら精力的 にク リア して い きたい と考 えてい

る。

また将来 的 にフランチャイ ズ化 され る各教室へ の ミラーサーバ の導入 とそ の

サーバ管理 システ ムの開発 が今後必要 になる と思われ るが 、 これ らの課題 を一

つひ とつ ク リアに しなが らマルチ メデ ィアデー タベース を よ り完壁 なシステ ム

へ と仕上 げてい く計 画であ る。本 システ ムが実際に稼動 してい る状況 を トライ

アー ド音楽 院内で じっ く りとご覧い ただけるので、興味 のあ る方はぜひ見学 に

お越 しくだ さい。
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4.ネ ッ トワー クが最 も効果 を発揮す る環 境づ くりとその システム構成

4-1マ ル チ メデ ィア に適 したネ ッ トワーク環境

(1)マ ル チ メデ ィアのデ ー タベース化 の究極 は、放 送局 と同 じ性格 にな る可能性

がある。BSデ ジタル放 送 もスター トします が、それ らとほ とん ど変 わ らない環

境 を 目指す ことに なるの では と想像す る。サーバ で運用す るネ ッ トワー クは、管

理す る側 がイニ シアテ ィブ を もってい る ところがデ ジタル放送 とは異 なる点で

ある。な るべ くクライ ア ン ト側 に負 担 をかけないで安全快適 な使用環境 を提 供す

るのがネ ッ トワー クの基本 である し、クライ ア ン ト側 は 自分 のためにデー タベー

スを使 うとい う明確 な意識 の上 で成 り立つ ものであ る。

また、す べて の人 々がPCの 詳 しい知識が あるわけではない し、敢 えて不必要

な知識 を身 につ ける必要性 もない訳 で ある。 自分 に とって、 ともか くPCが 有効

に役 立て ばそれ で よい環境 も当然 あるはず で あ る。 そ のよ うな単純 なイ ンター

フェイ ス と して の活用 も充分 に考 え られ る。

ここで我 々の 目指す ネ ッ トワー ク とは、 よ り一般 的 なユーザ ーに対 して よ り

も、やや 組織 的 なユーザー 、例 え ば学校 単位 や 団体単位 、協会 単位 な どで有効

に機能す る と思 われ る。

今 回は教育 のテーマで システム を構築 してい ますが 、映像やサ ウン ドが役立

つ状 況は 、まだ まだた くさんあ る筈 であ る。 これか ら述べ る ビジネ ス展 開 を考

えた場 合 、 クライ ア ン トの ス トレス をで きる限 り解消す る よ うなイ ンター フェ

イス とネ ッ トワー ク管理 システム をぜひ とも完成 させ たい と考 えてい る。

(2)イ ンターネ ッ トの よ うに広範 囲な展 開は最初 か ら想定 してい ない が、ある程

度は拡 散型 のネ ッ トワー クを進 め る ことはそ の性 格上 か らも必要で あ る。 今後

回線 のス ピー ドア ップ も期待 され る し、 あ らゆ る回線網 を使 っての配信 が実現

し、環 境 は飛 躍 的に向上す る と考 え られ る。 また コンテ ンツ も さま ざま圧 縮形

式の開発 に よって よ り理想的 な配信 が行 なわれ るであろ う。 しか し問題 となる

のは、システ ムの管理者 がい るのか、 いないのか とい う点にあ ると考 える。

イ ンター ネ ッ トは、そ もそ もの 出発 点が利用者 個人 の利用 責任 を重 ん じてい

るので、基 本 はフ リー とい う姿勢 が貫 かれ てい る。 これ は これで とて も素晴 ら

しい環境 で ある と思われ る。 しか し、 システ ム運用 をあ る程 度管理す るこ とで

より安全快 適 なネ ッ トワー ク環境 をつ くる こ とが可能 にな るの も事 実で ある。

それ は責任 の主体 がは っき りす る ことで 、 ビジネ スを考 えた場合 は有効 に作用

す る と考 え られ る。 またその責任 の範 囲 をは っき りさせ るこ とも重 要で ある。

それ らを考 慮す る と、次 に提案 す る ミラー サーバ に よるネ ッ トワー ク環境 の構

築 が このシ ステム には最 も合 致 してい る と思われ る。 ミラーサーバ の配下 の シ

55



ステムは、そのシステ ム運営者 の要望に よって 自由な設計 も可能 で ある。

図4-1に 構 築モデル を示す 。
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ミラー サーバの構築 図4-1
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4-2ネ ッ トワー ク環境 とその ビジネス展開

(1)サ ー バ をひ とつの フ ランチ ャイ ズの単位 と して運 用す る こ とで、 ビジネ ス

展開 を考 える。今 回のマル チ メデ ィアデー タベ ースサーバ が実績 の上が る指 導

システ ム として構築 され て有効性 が証明 されれ ば、 ミラーサーバ システ ム一式

を フランチ ャイ ズ先 に販 売す るこ とでの ビジネ スが可能 にな る。

運 営者 は、 ミラー サーバ に付 随す る クライ アン ト端末 な ど指導 システ ム一式

を購入 す る。 フランチ ャイ ズ運 営者 としては、 これ に よ り有効 な システム をタ

イ ム リー に しか も短 時間で立 ち上 げる ことが可能 にな る訳 であ る。併せ て運営

ノウ・ハ ウも提 供 され るので、 自身 の リス ク負担 も少 な く、稼 動実績 の あ るシ

ステ ムなので維持 ・管理 も効率 よ く機 能す る筈 であ る。

これ らの組織運 用 は、すべ て を統括 管理す るゼ ネ ラル マネー ジメン ト会社 の

メイ ンサーバ によって、各 ミラーサーバ を集 中管理す る。

(2)フ ランチ ャイ ズシ ステ ムで は、 ミラー サーバ とそれ に附随す るシステ ム一

式 が1権 利 単位 と して、 出資者(フ ランチ ャイ ズ運営者)に 権利譲渡 され る。

出資者 は、最初 に権利 受諾金(一 定額)を ゼネ ラルマネ ー ジメン ト会社 に納 め、

指導者 、指導 システ ム、施設 ・器 材 、募集概 要 な ど運 用に 関す る ノウ・ハ ウ一式

をゼネ ラルマネー ジメン ト会社本 部 よ り提供 受け る。こ うしてス ター トしたPC

サー バ システムの一 定期 間総収 入 の一定割 りが本部 へ維持 管理運 営費 と して納

め られ る。指 導 の運 用 、研修 、 ミラー サーバ の保 守 点検 ・維 持 な ど一式 すべ て

を、本 部で集 中的 に運営 ・管理す る とい うシステムで ある。

(3)フ ラ ンチ ャイ ズ ・システム は、形態 を特 定 して いないの で、様 々な スタイル

の システ ム展 開が可能 であ る。 マル チメデ ィアデー タベ ー スを有効最大 限に活

用 しなが ら、自分の スタイル に合 った形態 を作 り上げ るこ とが可能 にな る。様 々

な教育施設 が このPCサ ーバ システムの出資者 になれ るはず であ る。 但 し、あ

くまで もこのシステ ムは基礎編 を重点に実践す るの で最 終段 階や 応用段 階への

補 完 的な ものにな る訳 であ る。 また今後は、在宅学習や 個別学 習な ど様 々な ス

タイル で の組み合 わせ を可能 に して、 自主性 を尊重 しなが ら、時 と場所 を選 ば

ない現代 に即応 した指導 システ ムの構 築が考え られ る。
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5.マ ルチ メデ ィアデー タベー スの展 望 と課 題

5-1マ ルチ メデ ィアを活用 す るシステム はど うあ るべ きか

(1)コ ンテ ンツの21世 紀で は、費 用 に対 しての効果 を生み 出す 内容 を創 り

出せ るか にかか ってい る訳 で あるか ら、 どの よ うに組 み立 てなが ら、役 立っ た

めの理想 的な形 にす るのか が決 め手にな る と考 え られ る。

デジ タル コンテ ンツの制作は 、専 門の部門 と して、デ ジタル コンポー ザー

が引 き受 ける こ とにな訳 で あるが、 内容 のすべ て を統括す るゼ ネ ラル ・マ ス タ

ーか ら示 され る設計仕様や ス トー リー に よって必要 なデー タベ ース用 の フ ァイ

ル を制作 して、 メイ ンサーバ に組み込 む こ とにな る。

(2)ト ー タル プ ランナ ー と してのゼネ ラル ・マ ス ター は、 ミラー サ ーバ の運

用 と展 開 を進 め るこ とにな る。 実績 あ る指導 システ ムや、経験 あ る指導者 と折

衝 して本 システ ムで駆動可能 なデー タベ ー ス案 を企画 立案す る。 また 、 これ ら

を先 に述 べた フ ランチ ャイ ズ展開 のための広報 や営 業活 動の運営 一切 を コン ト

ロールす る訳 であ る。

PCサ ーバ システ ムの中枢 組織 で あるゼネ ラルマ ネー ジ メン ト会社 は、 メイ

ンサーバ を管理 す る。 現場 で実 際の運用 ・管 理 をす る人材 も、ゼ ネ ラル マネー

ジメン ト会社 が独 自の機 関で養成す るのであ る。

(3)ネ ッ トマス ター は中央 の メイ ンサー バ管理 者 と して、独 自の 回線 網 で接続

され た運用 ミラーサーバ のデ ー タベー ス を定期 的 に更新 しなが ら、す べ て の ミ

ラーサ ーバ を一元 的 に集 中管 理 して保 守 点検 ・維 持す る。 この よ うにす べ て の

サーバ はネ ッ トワー クマ スター と呼ばれ る資格者 が維持 ・管理 をす る訳 であ る。

技術 水準 を維持 す るためにネ ッ トマ スター は専門機 関で養成す る。 各拠 点 に専

属 のネ ッ トマ ス ター を配置 して年 間契約 を交 わ して多 くのサーバ を安 全快適 に

運用 す る。 この よ うに 、ゼネ ラル ・マ ス ター とデ ジ タル コンポー ザー 、 ネ ッ ト

マスターの3者 がひ とっ のグループ を形成 して簡 易PCサ ーバ のマル チ メデ ィ

アデー タベー ス システ ムが運営 され る ことにな る訳 であ る。
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5-2マ ルチ メデ ィアの制 作 に関 しての課 題 と克服

(1)マ ル チメデ ィア制 作 に関 しては、全体 を取 り仕切 るゼネ ラル ・マス ター とい

う組織 とコ ンテ ンツ を制作 す る部 門 としてのデ ジタル コンポーザー 、サーバネ

ッ トワー クを管理運 用す るネ ッ トマ スター部 門か ら成 り立つの であ る。 これ ら

の組織 をい かに うま く組 み上 げて機能 させ るかがマル チメデ ィア制 作 を進 め る

上で大切であ る。

これ か らの情 報 はす べてデ ジタル に置 き換 わる訳 ではないので、それ ぞれ の

得意の分野で共存す るこ とになる と考 え られ る。ゼネ ラル ・マス ター は この得 意

の分野 の情報 を うま く引 き出 して、人 が豊 か にな るために役 立つ情 報 を作 り出

す よ うに務 めな けれ ばな らない訳であ る。

(2)デ ジタル コンポー ザー と して制作す る立場 の人 はデ ジタル メデ ィアをいかに

早 く低 コス トで効 率 よ く提 供 できるかを考 える必 要が あ る。 ほ とん どが人件 費

を占める この部門 は 、少 しの無駄 も大 きな損 失にな って しま うもので ある。意

識 の持 ち方 ひ とつ で コス トや効率 が変 わって しま うの で、常に高 い意識 で作業

す る姿勢が大事 にな る と考 え られ る。

(3)ネ ッ トマ ス ター はデ ー タベー スサーバの構築か らネ ッ トワー ク配信、 さらに

は システ ム管理、 メ ンテ ナ ンス管理 までシステム全 体 が円滑 に運用 され る よ う

に絶 えず気 を配 ってい る必 要が ある。 システムが不安定 で動 か なけれ ばデー タ

ベース は何 の役 に も立 たない訳 である。 この安 定動作 こそが、何 に も増 して優

先 され るのがネ ッ トワー クシステ ムである。 そのた めに最 大限 の努 力 を しなけ

ればな らないので あ る。

そ して、 この仕 事 に終わ りはない とい うことを自覚 しなけれ ばな りない。 こ

れ まで の多 くの仕事 は1つ の 区切 りが あって大まか には一段 落つ くス タイル が

一般的 あるが
、マル チ メデ ィアのネ ッ トワー クは放 送事業 と同 じよ うに永遠 に

続 くのであ る。 常 に新 しい情報、役立つ情報 に更新 され続 け るこ とにな る訳 で

ある。それ は同時 に コス トも発生す る ものであ るか ら、 この点 につ いて は今後

取 り組む上での課題 にな る と思われ る。
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5-3マ ルチメデ ィア時代 を切 り開 く

情 報通信 はマル チ メデ ィアの時代 に なる こ とは間違 い ない。 あ りとあ らゆる

情 報があ りとあ らゆ るメデ ィア を通 して届 け られ るよ うにな る筈で ある。 しか

し、必ず それ らを選択 す る時代が訪れ ると考 え られ る。

情報 に もニ ュー スの よ うに単 に受取 れ ば よい ものや 、相 手 と会話す る もの、

役 立つ もの、知識 と して学ぶ ものな ど様 々あ るはず で ある。情報 もそ こか ら得

られ る知 識 も気がつ けば間接 的 にお金 で買 う時代 にな って いる と考 え られ る。

テ レビは タダで見 る ものだ とい う感覚 に慣 れ親 しんだ我 々には ピン とこな いも

のか も しれないが 、時代はそ の よ うに動いて い る。創 る側 にすれ ば、情報 はお

金 になる とい うこ とであ る。 両者 の考 えが一致 しない と ビジネ スは発 生 しない

のだか ら。

それ では今後 どの よ うに なるので あろ うか。 こ こか らは シュ ミレー シ ョン と

しての予 測であ るが、情報 に もクオ リテ ィー が求 め られ 、い かに コンパ ク トに

分 か りやす くま とめ られ てい るか、 どれ だ け役 に立つ か、 どれ だけ多 くの人た

ち と共有 で きる喜び があ るか な どの様 々か価 値 基準 で選 択 され る時代 にな るの

では と考 え られ る。

情報 が時代 を リー ドす るよ うになれ ば、その コンテ ン ツを創 る我 々に も大 き

な責任 と明確 な 目的意識 が必要 にな る筈 で ある。 人が豊 か になるためにテ クノ

ロジー は使 われ る とい う原 点 に立 ち返 って、 さ らな る飛躍 を 目指 したい と考 え

てい る。
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